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  2026年５月19日 

各 位 

 

 

 

 

 

 

 

2026年３月期決算説明会書き起こしのお知らせ 

 

2026年５月15日に開催しました「2026年３月期決算説明会」の書き起こしを公開しましたので、お知らせしま

す。2026年３月期決算概要、2027年３月期通期業績予想、成長戦略・ビジョン等についてご説明していますので、

ご参照ください。 

 

【2026年３月期 決算説明会概要】 

日時：2026年５月15日 16:30～17:20 

説明者：代表取締役会長兼社長ＣＥＯ 山本 達夫 

経営企画部長 吉田 幹夫 

 

経営企画部長の吉田です。本日は当社の決算説明会にご参加いただきありがとうございます。 

                            

                                                         
                                              

     
        

                      

         日

会社名 株式会社ディジタルメディアプロフェッショナル 

代表者名 代表取締役会長兼社長ＣＥＯ 山本 達夫 

 （コード番号３６５２、東証グロース） 

問合せ先 経営企画部長 吉田 幹夫 

ＴＥＬ ０３－６４５４－０４５０ 
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本日のアジェンダですが、     3  期決算と    7  3  期通期業績予想について私から説明し、

その後、成長戦略ビジョンについて山本が説明します。 
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まず、決算内容のご説明の前に、当社DMPの概要、強みについて簡単にご説明します。当社は     

7  に大学発のベンチャー企業として発足以来、グラフィックス技術を核に事業を行い、GPU/IP が任天堂

のゲーム機に採用されたり、アミューズメント市場向けに  D/3D 統合グラフィックス LSI を投入し現在の収

益の柱にするなど大きな成果を上げてきました。 

近 は GPU と親和性の高い AI およびディープラーニング領域に進出し、アルゴリズム、ソフトウェアからハー

ドウェア、並びにエッジからクラウドに至る一貫した開発体制、製品・サービスを提供できることを強みとして、

DMP ならではの技術・製品・サービスでお客様の課題や社会課題の解決に貢献しています。 

 

 
それでは、     3 期の業績ハイライトをお話しします。 

当期においては、次世代エッジ AI 半導体 Di の量産準備が完了し、顧客評価フェーズが着実に進捗し

                             

世   のグラフィックス IPベンダーとしての 業以来の経 ・  を かし 、近 は       
              、並びに         に る一貫した AIサービスの提供により 、
お客様や社会の課題解決に貢献しています

    

  会社ディジ ルメディアプ フェッ ョ ル
 DMP 

会社 

     7 
            ーズ上場           グ ース 行 

  

       在 

代    会長 社長   山本   代  

   3     本 

            日現在  業  

3     

IP アライ ンス事業

・AI/GPU IP アライ ンス

・AIソフトウエアライ ンス

製品事業

・アミューズメント市場向け画   半導体
・エッジAI半導体

・    ット向けビジョン ス ム

・ A製品 AM 本体/ ン ー ント 

・ ジュール

プ フェッ ョ ルサービス事業

・AIアルゴリズム、 ン ュー ビジョンソフトウエア  開発

・ PGA/ ード  開発

・   ィクス  ーフ ィに る顧客製品・
サービス開発サ ート

  Di i    M  i  P      i      I                                 

        

 上高

        
            

経  益

       
            

IP アライ ンス

      
         

製品

        
         

プ フェッ ョ ルサービス

     
         

      

   ィクス /  ーフ ィ

                

      
          

                 前  期 

                                         

                                            

                                                 

                                 

アミューズメント

        
     3   

      
    3   

その 
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ています。 A事業を含む   ィクス・ ーフ ィ分 は、前期 で3  伸長し、事業 ートフォリオの多角

化を進展させることができました。アミューズメント分 では、 にパチス の保通 検定適合率が低調に推

 していることを主な要因として、主力製品  S の出荷が一時的に弱含みとなりました。 

これを け、全社の 上高についても   億 3     と前期  イ ス      となりました。 

経  益は前期  億       減益の イ ス  億 93    となりました。 

 

 

続きまして、損益計算書の概要です。 

まず      3  期の決算は、非連結ベースです。これは、     9  3 日をもってその事業を終

了した連結子会社 DMP ベト ムの出 持分     を、       9 日をもって第三 に譲渡した

ことにより、連結子会社が存在しないこととなったためです。 

 上高については、先ほどのご説明の通り  億       減収の   億 3     となりました。 上

の減少と、エッジ AI半導体Di の開発投 3億 を計画通りに行ったことによる研究開発費の増加によ

り、営業 益は イ ス 3億       と前期から  億7     の減益、経  益は イ ス、当期

純 益は イ ス 3億  7    となりました。 

                             

                     

                                        

                

                   

                 

               

               

                

 単      

          エッジAI半導体 Di  の開発費3億 を計画通り 出、来期以 の成長に向けた  を  

                    検定適合率低調を け、画   半導体  S  出荷が 制され前期 

減収の主要因となった

     戦略投   と、 上減少により営業 益以 、    益で  を計上
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事業別・分 別の 上高を説明します。 

IP  アライ ンス事業はス レオビジョンの IP ライ ンス収入などにより、前期       増収の  億

39    となりました。 

製品事業は、先ほどもお話ししたアミューズメント市場の一時的な調整により、 S の出荷が前  期 

3  減となり、 億 37    減収の   億       となりました。 

プ フェッ ョ ルサービス事業は、前期  3    減収の 7     となりました。 

 

続いて分 別の状況です。 

   ィクス・ ーフ ィ分 は、ドライブレ ーダー関連のリカーリング収益や半導体製造装置向けプ フェッ

 ョ ルサービス 上などにより、前期 7     増収の  億       となりました。 

アミューズメント分 は前期  億       減収の  9億       となりました。 

その 分 については、AI/や GPU IP のランニング イヤリ ィ収入、一部製品 上等により前期  億

9    増収の  億 99    となりました。 

 

 

                             

                         

    

           

                 

前  期            

                

     97   

前  期

前  期

       
       

          

 主に S の量産出荷 上を計上

前  期        7   

          779   前  期

           9    前  期

              

 ドライブレ ーダー関連のリカーリング収益 ランニング イヤリ ィ、サブスクリプ
 ョンフィー 、メン  ンスサ ート収入、     i  ビジョン ス ム、ド ー
ン向けカメラ ジュール、 A製品等の製品 上、並びに半導体製造装置向
け、 全    向け、AM 向け のプ フェッ ョ ルサービス 上を計上

 AI IPの 期ライ ンス提供に加 、ディジ ル機 向けAI/GPUランニング イ
ヤリ ィ、   ィクス・ ーフ ィ分 におけるリカーリング収益、並びにメン  ン
ス・サ ート収入等を計上

  S の量産出荷、     i  ビジョン ス ム、ド ーン向けカメラ ジュール、
 A製品等の 上を計上

 アミューズメント市場の一時的調整により、 S の量産出荷は前  期 
3  減

 半導体製造 備、 全    、 AM 向け  開発サービス収入等を
計上

 IP アライ ンス事業におけるディジ ル機 向けAI/GPUランニング イヤリ
 ィ、メン  ンスサ ート収入、一部製品 上等を計上
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続いて貸借対照 です。 産合計は 3 億 3     で、前期末から  億  7    減少しました。

これは主に現預 が 7 億       減少、原材料および貯蔵品が  億       増加、投  価

 券が  億 7     増加したことによるものです。 債合計は  億       で前期末から     

  増加しました。これは主に買掛 が  億  3    増加、未払 が  9    減少したことによる

ものです。純 産は当期純損失の計上により3億      減少しましたが、自己 本 率は   3 

で戦略的投 が可能な強固な財務体質を維持しています。 

 

 
 

                             

                     

                   
                    

主な増減要因増減 
     
3 末

     
3 末

                                     

                  

          
                

                  

             

                 
             

          

             

                            

                      

 単      
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私のパートの最後に    7  3 期の業績予想について説明します。 

   7  3  期では収益・ 益の改善と 時に、研究開発や人材の積極採用などの戦略的投 を推

進します。 

 上高は、アミューズメント事業における  S の量産拡大および周辺ビジ スの り込みによる 定的収

益の 保と、成長領域であるエッジ AI 半導体事業および   ィクス・ ーフ ィ事業の拡大の り組みに

より、これまでの過去最高 である      3  期の 上高 3 億 77    を上回る 3 億     

  を予想しています。 

 益面では、研究開発や人材の積極採用などの戦略的投 を継続しますが、     3 期の  か

ら脱却し、営業 益は 3 億       増の 3     、経  益は       、当期純 益は

3     を予想しています。 

私からのご説明は以上です。 

 

                              

              

 アミューズメント事業での S の量産拡大・周辺ビジ スの り込みによる 定的収益の 保とともに、成長領域であるエッジAI半導体
事業および   ィクス・ ーフ ィ事業の拡大の り組みにより、 上高は大 増収を 込む

 エッジAI半導体 Di の量産     の 力、   ィクス  ーフ ィ事業でのDi を統合した高 加価 ソリュー ョンの開発 提供
など、研究開発・人材採用を  とした戦略的投 を継続実行

  期的には、アミューズメント市場の なる り込みに加 、エッジAI半導体事業と A事業の 本の成長エンジンにより、収益拡大、
企業価 向上を  す

          
                                   

                
     単      

      

     7   9            3    

 3     3      

 33     93    

 3 7   3 7     
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続いて、山本から、我々の今後の戦略等についてお話しします。まず、当社のパーパスは、 画 を 能化

する 、 M ki    h  I     I     i     です。DMP のビジョン、あるいは AI の画 イン リジェンスの

技術を使って、現実世 の問題を解決し、ス ークホルダーに価 をもたらす革新的な製品サービスを提供

するものです。 
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昨今よく話題にのぼるフィジカル AI について少し説明したいと思います。 

まずこの右側の写真は、当社が  前より発 しているフィジカルAIを使った ッキング  ット      i  

です。 

昨今、生成AI は、クラウド上で キストあるいは画 を生成するものから、実際に現実世 を動かす AI に

変化しています。これがフィジカル AI と呼ばれているものですが、それが   ィクスやド ーンの物 的な動

きに実装されることが急拡大しています。このフィジカル AI は、 本的にはエッジ側、例 ばド ーンや  ッ

ト、あるいは自動車等も含まれ、その上で実装されているものです。 

それを牽引する大きな鍵としては  つあり、一つ は   AL TIM  VISI N です。これはド ーン等が衝

突回避あるいは自律飛行する上で、ミリ秒単 の判断が必要になるため、リアル イム性が非 に重要に

なります。 

二つ は S  U IT で、例 ばエッジの でデー やプライバ ーを守っていくといったエッジ完結型の キ

ュリ ィの技術が重要です。 

三つ は T UST D SILI  N とありますが、これは例 ば 政学的なサプライチェーンの問題や半導体

のバックドアの問題を回避した製品が求められており、日本製の半導体製品というのは非 に高く信頼され

ており、お客様からもグ ーバル規模で非 に期待が高いです。その に DMP の半導体も含まれておりま

す。 

４つ は   I I N  で、通信 ストや消費電力を  た上で、高度なAIの推論  を両 させてい

くことが非 に重要です。 

こういった要求をDMPのDi は満たしており、これを軸にDMPはフィジカルAI の でこれから重要な 割

を っていくと考 ています。 

 

                              

                

              

 政学リスクを  とした

日本発S   の期待。

          

通信 スト 減と低消費電力での高度な推論
の両 。

       

                                  

             

生成AIの は現実世  Ph  i       し 、 エッジ側での
リアル イム  と信頼性が 可 な時代が 来

               

衝突回避や自律飛行はミリ秒

単 の判断。

                

        

     クラウド上での キスト 画 生成から現実世 を動かすAI 

              ィクス、ド ーン等の物 的な 動き  の実装が急拡大

        

機 性の高い現場デー を 部に出さない

 エッジ完結型 。
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 DMP は      I     i     企業  とありますが、当社のグラフィックス、それからビジョン、AI、そしてフィ

ジカル AI という進化のストーリーの で今後、現実世 を実際に て 解して動かすエッジイン リジェンス

を実現していきます。 

DMP の持つ独自の GPU、NPU技術、それから低消費電力で 3  度空間認識を実現するフィジカル AI

向けのス レオビジョン技術、そしてこれらを動かすためのソフトウェア技術、例 ばZIA SA  やANP   

ンバープレート認識 といった実績のあるソフトウェア製品、これらをハード、ソフト、アルゴリズム一体で供給

することによって、DMPはフィジカルAIの実装を最短距離で実現するプラットフォーム企業になっていきます。 

 

 
     度のハイライトですが、技術実 から市場実装 ということで、      はDi の量産レベルの完

成と海 市場 の進出により、開発ス ージからビジ ス実装 と大きく進んだ１ でした。 

                              

                        

             

低 電力・高性能な画   とVi i  技術

業   P 対 による  的な推論 率を実現

               

低消費電力で3   空間認識を実現するPh  i    AI向け
S      Vi i  

           

G   hi   Vi i   AI Ph  i    AI という進化ストーリーを加 

現実世 を  て、  解し、 動かす ための     I     i     を実現

                           

                                      

                       

 3         

ZIA SA    ANP   ンバープレート認識 など、
実績のあるAIソフトウエア製品 

                              

                     

    は、Di の量産レベル完成と海 市場 の進出により

開発ス ージからビジ ス実装 と大きく進んだ一 

           

M U SIGN D

           

次世代エッジAIカメラの  開発

ST AT GI ALLIAN  

         

   産業用 ド ーン のDi   

Di 量産レベル 成  S評価を完了し 一発完動 を実現。
S  としての高い信頼性を 明。

SD 整備 顧客が容 にAI実装を行 る開発  をアップデート。
導入  を大 に低減。
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 クノ ジーの実 面では、Di の量産レベルを 成し、さらにこの Di を動かす SD  S   w    

D v          i  を提供することにより、お客様の導入  を大 に低減しています。そして、市場実

装面では、グ ーバル戦略の第一歩として、インドでのビジ スが大きく進展しており、後ほどもう少し詳しく

説明しますが、インド最大手のカメラメーカーの S    h 社で Di を使った次世代AI カメラの開発が始まっ

ています。また、 じくインドの最大手のド ーンメーカーの i        社でも  ・産業用 ド ーン の

Di の  が決まっています。 

 

 
Di の競争優 性として、選ばれる  つの 由を説明します。一つ は ス ム統合です。これは AI、ビ

ジョン、とス レオをワンチップに統合したものです。二つ は世  の  P       i   P i      i  の技

術を使った非 に高 率な AI の  性能です。三つ は 3  度、全方 の とありますが、LiDA 等

が 要になる高精度な 3D の距離を測定することが可能になっており、これがド ーン等における軽量化と 

ストダウンにつながっています。４つ は、高度な キュリ ィと、先ほどトラス ッド リ ンと申し上げましたけ

れども信頼のM    I  J    の半導体、 政学的なリスクを回避した日本発のクリーンな供給体制、あ

るいは キュアブートという キュリ ィ技術やデー 保護、ブ ックチェーンサ ートいった非 に高い キュリ 

ィ技術を  していることが競争力になっています。 

 

                              

                   

      

ISP NPU ス レオビジョン 

 ーデックを１チップに統合。

 部アク ラレー  要で、   の

 型化と スト 減を実現。

              

低メ リ 低電力で高 なAI推論を

実現。バッ リー 動のド ーンや

AM において、   時間の 長に

 結する電力性能 率を提供。

           

  h S      自社 計エンジンにより、

LiDA  要で高精度な3D距離測定が

可能。

軽量化と ストダウンの り 。

           
                  

 政学リスクを回避した供給体制。
S          、高度なデー 保護、
 びブ ックチェーンをサ ート。

 AI   Vi i     S      の チップ統合と、日本発のクリーンな

サプライチェーンが 競合に対する優 性に
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実際の市場実装の例をご紹介したいと思います。一つ は   TV、これは監視カメラと言っても差し  な

いと思いますが、監視カメラにおいて、現在、クラウド依存の監視カメラ ス ムからエッジでの   の動き

が加 しています。その でインドの大手カメラベンダーである S    h 社で次世代の   TV カメラを開発

することが決まっています。この S    h はインドでも に M k  I  I  i という リ ーの で最も進んだ

メーカーと言われており、 に政府、公 機関系の非 に強いベンダーと言われております。そのS    h社

で Di を使った新しいエッジ AI カメラを開発するということが決まっており、  度で   台、3  には 

十 台の生産を  すという 標で開発がス ートしています。また、ANP  自動 ンバープレート認識 

等の DMP のソフトウェアを Di に  し、ス ート  ィや交通インフラといった、 にインド等で需要が爆

発的に増 ている需要に対 していくことを行っています。 

 

 

                              

                  

クラウド依存からエッジ   
インドのカメラ大手S    hがDi で次世代  TV市場を 略

                        

通信  の解消、 通信 ストの 的 減、 プライバ ー保護の  から、

カメラ 末側でのAI   エッジ解  が世 的な標準 。

                        

インド 力メーカーS    h社と次世代エッジAIカメラを  開発。
量産を視 に  開発が進行 。

  度  台、 3  には 十 台規模の出荷を  す。

                         

ス ート  ィ、交通インフラ、  車場  、高   等での需要が急増。

                              

    

i        のVT Lプラットフォームに、DMP Di を  。

本体での高度な視  ン ングとリアル イム  を実現。

    

 DMPがi        製ド ーンの 日本 内における  、

デ ンストレー ョン、アフ ーサービスを行う。

  域最適化 日本の 規制や顧客ニーズに合わせた機体
カス  イズを推進。

                                  

インドド ーン最大手 i        社の次世代ド ーンにDi が採用される

i        のド ーンの日本市場 の展開を含めた  的な提 

3  度ス レオビジョン 

  な  や過 な   での自律飛行   物回避を実現

低消費電力 

長時間のミッ ョン 行を可能にする電力 率

T      Si i    

 政学リスクを けにくい 日本発S   の信頼性
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次にド ーン市場ですが、こちらでも、インドの最大手の i        社の次世代ド ーンにDi が採用され

ることが決まっています。さらにこの提 においては、i        社の Di を  したド ーンを含めた 社

製のド ーンを DMP が日本市場で展開する  的な合意がなされています。これにより、i        社

でまずは VT L という垂 離着陸型のド ーンに Di が  され、その後に の機種に展開される予定に

なっていますが、それにより非 に高度な視  ン ングとリアル イム  を実現したド ーンが開発されて

いきます。今後の市場展開として、DMP が i        社のド ーンを日本 内において  をすることも

決まっています。また DMP は、日本の 制度や企業ニーズに合わせた機体カス  イズも推進・展開してい

きます。このド ーンにおける Di の提供価 は、先ほども申し上げた 3  度のス レオビジョンです。これに

より、  な  や過 な   での自律飛行や  物回避が実現できます。それからDi の 徴であ

る低消費電力により、長時間のミッ ョンが可能になります。 

インドにおいて、 に現在、 政学的な 由から  製の製品や部品を排除する動きが加 しており、 

にド ーンにおいては、全世 の約 7  の ェアを持つ DJI 製をインド製の製品に置き換 る動きが加 

しています。その でDi が非 に 力なチップとして  されており、インドの i        社におけるDi 

の採用につながっています。補足すると、インド以 でも現在台湾やヨー ッパのド ーンのお客様が Di を

使った量産品の開発に進んでいる状況になっています。 

 

 
このド ーン業 の変革は、今申し上げた 政学的な要因も非 に大きいですが、ド ーンが単なるこれま

での飛行カメラから、AI による自律的なイン リジェント・エージェント と進化しており、市場規模としては

  3  の予測で約     億ドル、日本 にして約   兆 の大きな市場になると言われています。この

市場を牽引する要素としては、まずエッジ AI による自律性の向上です。機体上でのリアル イム  によっ

て、例 ばGPSの届かない   でも  物回避やルート最適化が可能になること、あるいはサプライチェ

ーンの信頼性といった で、DJI 等  製からの置き換 需要が急増し、その で信頼できる技術 の 

フトが加 しています。すなわち Di のようなチップに対する需要が加 していると言 ます。 

 

                              

                       

MA   T P  J  TI N   3    

   7 億ドル

  エッジAIによる自律性の向上

機体上でのリアル イム    行し、通信  を排除。
GPSの届かない   でも  物回避やルート最適化が可能に。

  サプライチェーンの信頼性

  製からの置き換 需要が急増し、 信頼できる技術  の フトが加 。

                                                 

業 を牽引する つの  

    N    M v  S               i  調 
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次に少し話のギアを変 、当社のプ フェッ ョ ルサービスについてお話しします。 

当社のプ フェッ ョ ルサービスを使った半導体工場のフィジカル AI 実装が進んでいます。これは、 内の

大手の半導体のウエハ搬送 ス ムを られているお客様と提 し、半導体工場の搬送物 自動化プ 

ジェクトに り組んでいます。この で に当社のプ フェッ ョ ルサービスを起 として、現場主導で高 

加価 の AI の実装を進め、カメラ、AI 画 認識、組み込みソフト、それを動かす ス ムハードウェアをソ

リュー ョンパッケージとし、標準パッケージ化して量産対 することによって、 り り型からストック型収益の

  を  しています。 

 

 
昨 から開始した  A 事業も、まだ  は大きくありませんが、順調に ち上がっており、単体の部品ビジ 

スではなく、AM のトー ル展開をしています。その で世 的に競争力のある  ットメーカーS   、

                              

                      

物 自動化大手と連 し、半導体工場の搬送 物 
自動化プ ジェクト  り組み 。

AIソフトウェア・ハードウェアの標準パッケージ化と量産対 

 ス ム の展開を通じて、ストック型収益 の 換を  す。

カメラ   AI画 認識  組込みソフトの標準パッケージ化

S    i   P  k   

半導体工場や物 自動化の課題を、プ フェッ ョ ルサービスを起 に解決

現場主導で高 加価 なAI実装を、標準パッケージ化し推進
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 i   、Hi    といった企業と提 し、非 に競争力のある  ットソリュー ョンを展開しています。昨 

のハイライトとしては、AM のソリュー ョンが 内の自動車の大手の Ti   メーカーに採用されており、これ

が      から量産ラインにも採用されることが決まっています。当社の  A 製品の優 性は、まず海 の

競争力のある  A製品を日本市場向けに ーカライズして展開していることです。それからこの製品は、 際

 全規格・ ーフ ィの規格である IS 3 9   に準拠しており、これによってお客様の導入に対する信頼

性が非 に高いという 徴があります。 

今後の展望としましては、DMP の持つ AI 製品や AI 技術との相乗 果で、この  ット・ A 製品と組み

合わせたフィジカルAI領域のビジ スを加 していきます。また、この  A製品のビジ スの に、先ほどご紹

介しました i        社のド ーンをライン ップとして加 、より 広い  Aのニーズに対 していくことを行

ってまいります。 

 

 
開発面では、当社の技術的優 性を継続的に強化していきます。 に高度なフィジカルAI向けの次世代

IP の開発を行い、Di の後継製品に  するほか、 内 の 定用 向け半導体のお客様向けに IP

ライ ンスビジ スを展開していきます。 

まずは次世代 NPU、AI プ  ッサの開発で、現在の当社の AI プ  ッサである A3   V に対して大 

に性能を向上させたものをフラッグ ップ IP として提供していきます。既に 内 の大手のお客様で評価が

進行しています。 

また、次世代のス レオビジョン技術、このス レオビジョン技術も大きく性能を向上させ、       の で

大手の海 のお客様にご採用いただいています。 

さらに新しい技術として、 AI ス レオキャリブレー ョン技術 とありますが、ス レオビジョンは  つのカメラを

使って距離を測る技術です。このカメラの機械的な誤差によって生じるス レオの誤差を AI を使ってキャリブ

レー ョンする技術を開発しており、これによりス レオビジョンの生産や導入 ストを 減していくことに り

組んでいます。今後の当社の非 に強い技術になっていくと考 ています。 

                              

                     

           

AI  性能を大 に向上し、より高度なAI推論と拡 性を備 た
フラッグ ップIP。 内 の大手  社で評価が進行 。

                       

現行世代 で大 なス レオ性能向上を 成。大手海 顧客から

ライ ンス   。

                 

物 的なス レオキャリブレー ョンをAIで代 。導入 ストを 減し、

AM やド ーンの量産  を技術面から  る独自技術。

P  J  T   

P  J  T   

P  J  T  3

より高度なPh  i   AI向け次世代IP を開発、Di 後継製品 の  と 内  定用 向け半導体顧客
向けにライ ンスビジ スを展開
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本日午後  時にプレスリリースしていますが、DMP の     ィクス・イノベー ョン ン ーを開 します。

       に   通 ン ーの に開 し、単なる ョールームではなく、フィジカル AI の実装拠 と

して展開していきたいと考 ています。ここでは、実機デ 、AM あるいはド ーン、AI カメラの  展示を

行い、体 型でお客様に課題解決を具体化していただく場としていきたいです。またパート ーや顧客企業

との  検 やトレーニングの場として、当社のエ  ス ム全体の力を示す ョーケースにしていきます。羽

田空港近接の  を かし、お客様やパート ーとの連 をさらに強化していきたいと考 ています。 

 

 
当社の収益 デルについて少しお話ししたいと思います。 

収益 デルの進化、持続的な企業価 向上に向けてとありますが、当社の S  、Di 、あるいはその後継

チップを核としたソフト・サービス・ストック型ビジ ス デルに進化させることによって、ソリュー ョンビジ スを強

                              

                       

              

 A製品、AM 、ド ーン、エッジAIカメラの  展示

課題解決を具体化

                       

S   や i   等とDMP技術の統合

エ  ス ム全体の力を示す ョーケース

    

羽田空港近接の  を かし、顧客・パート ーとの連 強化

     ィクスイノベー ョン ン ー 完成イメージ  

          通 ン ー内に開 。単なる展示場ではなくPh  i    AI実装拠 として機能

                              

                       

S  を起 とした
 加価 の拡大

S  を顧客接 のフック 起  とし、その上 レイヤー

である ジュール、ソフトウェア と提供  を広げます。

提供レイヤーの垂 統合

IPライ ン ングの高度化

  
収益の最大化と
ストック型 の 換

ソフトウェアとサービスを組み合わせ、 来の り り型

から継続的な 益を生む ストック型  と フトします。

リカーリング収益の    

高 益率ソフトウェアの展開

  

ソリュー ョンビジ スの強化

 クノ ジー製品・サービスと A製品を 合させ、

顧客課題を解決する  的価 を提供します。

 A製品  クノ ジーの 合

顧客  のエ  ス ム  

 3

S  を核とした ソフト・ サービス・ ストック型  の進化と、ソリュー ョンビジ スの強化で、収益の最大化と
持続的な成長を実現する。
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化して、収益の最大化、持続的な成長を実現するということです。 

まず、S  を一つのフックとして、その上 レイヤーのソフトウェア、あるいは ジュールを  することによって、

垂 統合型で非 に 加価 の高い IP ライ ンスビジ スも含めたビジ スを展開していくことです。当社

はこれまでのビジ スの で、実際にソフトウェアだけ、あるいはハードウェアだけのビジ スではなく、この  つ

を組み合わせたことによって非 に高い価 が生まれることを実践しており、それを今回の  ット向けの

S  の分 でも展開していきます。 

それから、ソフトウェアとサービスを組み合わせることによって、 来の り り型のビジ スから継続的な 益

の  するストック型、例 ばソフトウェアの機能アップグレードによる課 やメン  ンスといった持続的なス

トック型のビジ スを展開していきます。さらに、 クノ ジー製品やサービス、それと先ほど説明した  A 製品

を 合させることによって、お客様の課題を解決する  的な価 を提供していくことを考 ています。これ

により今後、収益のさらなる最大化と持続的な成長を実現することを考 ています。 

 

 
 期ビジョンです。 

こちらはこれまで説明してきている内容と変わりありませんが、当社の アビジ スであるアミューズメントビジ 

スにその周辺ビジ スも り込み、 加価 を上げることによって 益の最大化を っていきます。それに加

 、エッジ AI 半導体といった成長分  の展開、そして  A 製品のような新規分 にも参入していきます。

こういった 3 つの要素を三 一体として、 長期的な企業価 の向上、そしてその で、フィジカル AI 時

代の      I     i      P               に進展していくことをやってまいります。 期の 上 標

としましては、     度   億 、それから   3  度   億 という 標は維持しています。 
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最後になりますが、DMP は M ki    h  I     I     i    のパーパスのもとに、フィジカル AI 時代の

     I     i      P               と進化し、さらに持続的な成長を実現してまいります。今後と

もよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

 
 

[質疑 答] 

Q  i    h T  h      社が J     D         において、AI ビジョン S   V9 を用いたド ーン

  ット向けの AI ビジョンソリュー ョンを展示予定と発 しています。御社の Di は i    h 社との 業に

より展開されているものと 解していますが、i    h 社が展開する V9 と御社の Di の関 性について、

可能な  でご説明いただけますでしょうか。 

                 

             
               

                    
                   

    

                
                

                      

                              

                                        

                                       

                                       

                          

                                        

                                       

              

 お問い合わせ先 

  会社ディジ ルメディアプ フェッ ョ ル 経営企画部

T L  3          

U L h     //www           /  /i /
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A  Di は DMP の製品ですが、これを  開発している i    h 社は V9 という製品 で台湾において

  しているという関 です。Di の開発においては、i    h 社の ISP と呼ばれる I     Si     

P        といった画 の部分に関する技術等を導入しており、 技術と当社の AI プ  ッサ、あるいは

ス レオビジョンのプ  ッサ、それから GPU を統合して っているチップという 置づけになります。 

 

Q  V9 ブランドでの展開・   動が進む場合、御社の Di の関連 上にはどのような で寄与する

想定でしょうか。例 ば、チップ  、ライ ンス収入、開発  、技術サ ート収入など、収益化の 態に

ついて可能な  でご説明ください。 

A  先ほどのご回答でも申し上げましたが、Di のチップには i    h 社の技術、当社の技術が統合され

ています。この Di を i    h 社が V9 として  した場合には、詳細については説明を控 ますが、 社

の間でいわゆるレベニュー ェアリング デル、 上の ェアリング デルを っており、それによって両社に収益

が上がるような をとっております。 

 

Q3 今回の J     D         での展示は、当社が重 領域として掲げるド ーン・   ィクス分 

での事業展開にどのような意味を持つと捉 ているのか、今後の商談、量産化に向けた進捗感も含めてご

説明いただけますでしょうか。 

A3 来 行われる J     D         において、i    h 社がブースを出してそこで V9 を展示する予

定ですが、V9 には i    h 社製の ISP が  されており、そこが i    h 社の持つ強みです。今回の

J     D         における V9 の展示は、この i    h 社の アエキスパ ィーズである ISP の部分に

焦 を当てた展示をする予定です。当社は AI、GPU、あるいはス レオビジョンといった技術を開発・提供

しています。i    h 社が行う V9 の展示においては、どちらかとい ばと ISP にフォーカスします。当社がDi 

を展示する場合は AI のユースケースが  になります。ただ、事業展開する領域である監視カメラやド ー

ンといったものは、お互いに 通の市場として捉 て展開してまいります。 

 

Q  Di の量産出荷は前期の第  四半期に行われたのか。 

A  Di は先ほどの説明の でもあったように、実際の量産対 は昨 の  Qで完了しており、量産品の

出荷体制はできています。ただ、実際の量産品出荷は、例 ばインドの S    h 社、あるいは i        

社、台湾のお客様、あるいは日本 内のお客様も開発を始めていますが、 お客様の量産スケジュールに

則って開始されていく予定になっています。 

 

Q     7  3  期の Di の 上はどの程度想定をしているのでしょうか。また、 上 益予想に

i        社のド ーンの  が含まれているのでしょうか。 

A  インドで開発が進んでいますので、Di は早ければ    7 3 期からの 上計上になるかと思って

います。ただ、現時 では、それほど大きな リュームを先ほどの予想の には含めていません。 

もう一 、i        社のド ーンの  について計画に入っているか、とのご質問に対する回答ですが、

先ほど説明した    7  3 期の計画には織り込まれていません。こちらは  体制やサ ート体制が整

い次第、拡  動を開始する 通しになっていますので、開始した イミングで 上損益にどの程度の影響

があるか 通しを て、必要な開示を行っていく状況です。 
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Q   期経営計画は今回出されないのでしょうか。大まかで わないので、Di の今後の 上規模感を

教 ていただきたいです。 

A   期経営計画は、昨  期ビジョンとして公 しております。     3  期の 上高   億 、

  3  3  期の 上高   億 、こちらの 成に向け 動していくことになっていますので、改めて 期

経営計画を公 する予定はございません。Di がどの程度   3  3  期にのってくるかですが、Di を

含むエッジ AI 関連の 上で 3  ぐらいを  していきたいと考 ています。 

 

Q7 Di の顧客評価フェーズが進捗しているということですが、おおよそ何社程度が評価 なのでしょうか。 

A7 当社は Di の開発キットを  しており、現在、その開発キットを評価している会社の は   社以

上ですので、その から実際に量産のお客様が出てくると考 ています。 

 

Q   上のビジョンは 解しましたが、 益はどの程度 込まれるのでしょうか。 

A  当社は研究開発型企業のため一定の研究開発費を毎期使っていかなければいけませんし、また優

秀な人材の 保の投 的な費用の使い方をしていかないといけないと考 ています。この部分が当社にとっ

ての投 となりますので、 上と投 のバランスを りながら、PL についても ント ールしていくことを考 て

います。 益の  について具体的なところは申し上げづらいですが、営業 益で言うと、今期 3    

 ですが、こちらは億 単 の 益を、早い イミングで 定的に計上できるような ートフォリオを いてい

かなければいけないと考 ています。 

 

Q9 昨 、今期、新規で Di が採用される顧客が決定しているということでしたが、対象の顧客は

S    h 社ということでよろしいでしょうか。 

A9 はい、今、我々が公 できる  では、S    h 社あるいは i        社がありますが、それ以 

にも公 できていないお客様もいらっしゃいますので、それも含めてとご 解いただければと思います。 

 

Q   先ほど台湾とヨー ッパのド ーン企業とも イアップしているというお話がありましたが、どれぐらいの規

模の企業と イアップされておられますか。 

A   はい、あまり具体的なお話はできませんが、台湾とヨー ッパの会社様で、いずれも  産業に深く

関与されている会社様ですので、それなりの規模のお客様と 解しております。 

 

Q   今回の成長戦略では、S    h 向けの  度   台、3   には 十 台の規模の出荷を 

 す。また、i        社のド ーンについては、日本 内では  やアフ ーサービス等を DMP が うこ

とが示されています。これらの  について、   7  3  期の 上高 3 億       のどの程度織り

込まれているのでしょうか。また、それぞれの量産、それから  会社の方 と、DMP 側の収益 態が Di 

の単体なのか、それとも ジュール・ソフトウェアライ ンスの  、バンドルを含むものなのか、可能な  で

教 てください。 

A   S    h社に関しては、公 したプレスリリースに記 のM Uの内容にあるとおり、 ヶ 以内に量

産プ ト イプを完成して、それ以 量産に入ることを考 ています。ビジ ス デルに関しては、まだ詳細は
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決まっていない状況ですが、まずは当社のDi をチップのみならず、S M S         M      として、

より価 の高い で提供することと、例 ば S    h 社の場合、Di のユースケースとして当社の ANP 

 自動 ンバープレート認識 や 全    ZIA SA  といったソフトウェアのライ ンスが含まれる可

能性があります。 

   7  3  期の業績予想 の織り込みの状況ですが、どのようなビジ ス デル、我々が提供できる部

分がチップなのか ジュールなのかによっても大きく変わってきます。現時 では新たな製品の開発  にあ

るため、全く織り込まない訳にはいきませんが、Di については 較的保守的に考 、一定程度    7  

3  期の 上として予測しています。 ジュール等の 加価 が高い 態での提供ができる場合には、伸

び代があるものと考 ています。 

 

以上 


